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主な研究テーマ
・肝細胞癌に対する放射線塞栓療法に関する研究

主な採択課題
・基盤研究（C）平成25～27年度（配分総額：5,070千円）
課題名「肝細胞癌に対するRI標識リピオドールを用いた新
しい放射線塞栓療法の開発」

現在、球状塞栓物質にRIを標識したRI製剤が欧米では臨床利用さ
れているが、その粒径により分布が規定される。本研究では液体物
質にRIを標識することでより細かく広いレベルでの治療が可能である
と期待されたが、一定量を超えた投与を行うことで毛細血管を通過し、
肺塞栓や肺の放射線障害が合併症になり得ることがわかった。

しかしながら至適量のリピオ

ドールで治療されると薬剤は１

ヶ月以上も肝臓に停留し、標的

臓器へのRIキャリアーとして用
いるには十分であると考えられ

た。

塞栓物質にRIを標識することにより動脈塞栓術の抗腫瘍効
果に放射線による抗腫瘍効果が加わり、治療効果の向上
が期待できる。肝細胞癌のみならず、さまざまな腫瘍に対す
る動脈塞栓術にも応用できる可能性がある。

背景

手術不能肝細胞癌に対して肝動脈塞栓術は本邦において開発・発展
した手技であり治療の中心的な役割を果たしている。本研究はこの肝
動脈塞栓術の成績向上を目的としてさらに発展させるための研究であ
る。

研究概要

肝癌モデル移植家兎に対して、血流に依存して分布し腫瘍部位に長
期に貯留する性質を有する造影剤（リピオドール）による肝動脈塞栓
術（TAE）を行った群と放射性同位元素（RI）標識したリピオドールを用
いてTAEを行った群、無治療群に分け、その治療効果を比較した。
その結果 治療症例には3週以上の長期生存個体が見られた。特に
標識リピオドール治療群では49日生存
した症例が見られ、RIによる
抗腫瘍効果の治療の上乗

せ効果が期待される結果と

なった。
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